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「だまされんちゃ」とは？
標準語に直すと「だ
まされませんよ！」
とか「だまされては
いけませんよ！」

言葉の語尾に
“ちゃ”をつけるの
が富山弁

官民合同会議の名称
に使用
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立山黒部アルペンルート
（雪の大谷ウォーク）

おわら風の盆（９/１～３）



「特殊詐欺」とは？
被害者と対面することなく、電話やメールなどによっ
て騙し、口座振込やその他の方法により現金等を
だまし取る犯罪の総称

▶姿なき詐欺

▶新たなタイプの組織犯罪
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富山県における被害の推移

平成26年に被害総額で過去最悪を記録
昨年は、件数（－20件）・被害額（－約１億6,300万
円）とも減少 4



約８割が

60歳以上

犯行集団
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H27.3北陸新幹線開業

高齢者が狙われる背景

高齢化社会の進展

単身世帯の増加

家族間の非コミュニケーション化

現代社会の弱点

☞日常的に目を

配ってくれる人が周囲にいない(乏しい)
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「富山県民だまされんちゃ
官民合同会議」の発足

高齢者を中心に被害が
急速に拡大

警察だけでは、特殊詐
欺の撲滅困難

平成26年５月「富山県
民だまされんちゃ官民
合同会議」を立ち上げ
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行政機関 防犯団体 自治会・老人会

福祉関係団体 消費者団体 職域団体

通信事業者 金融機関等 郵便局・宅配事業者等

官民合同会議の構成

高齢者と日常的に接する70以上の機関・団
体、事業者で構成

行政、福祉、金融、運輸・通信、法曹、防犯関
係団体などから幅広く参加
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官民合同会議のねらい
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《基本コンセプト☞官民合同であり、官の一
方的な任命・指示ではない会議》

“一緒にやりましょう”

“みんなで知恵を絞りましょう”

“みんなで決めていきましょう”

“高齢者を守る環境づくりを進めましょう”

“官民一緒にやりましょう”という
メッセージの発信
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県警ウェブサイト
で公開中




